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職場での仲間づくりは
組合から

組合は、職種、性別、世代のちがいを超えて教職員が集い、交流・議論、
人間関係をつくる催しをやっています

※活動内容はそれぞれの大学・高専・大学共同利用機関の組合によって異なります

スキー

平和を願う学習会

「労働条件通知書の読み方」勉強会

サンセットセーリング

落語鑑賞会

サッカー観戦

歴史ハイキング

大学改革問題で情報を共有し
自由に話せるのは組合だけです

改革は政府による押しつけではなく
自律的な取り組みで
今、大学・高等教育は大きな岐路に立っています。社会、経済
のグローバル化が進むなかで、対応が求められています。
全大教は、大学の改革を進めるにあたっては政府の押しつけに
よるのではなく大学の自律的な取り組みにもとづくべきであるこ
とと合わせ、貧困な高等教育予算の増額、高等教育の無償化や給
付制奨学金の実現などを訴えて、政府、政党、国会議員への要請
活動を行っています。各組合では、政府の政策動向や全国の大学
改革の状況についての学習会を開くなどをして、正確な情報を共
有しています。

今なお大震災、原発事故からの
復旧復興への支援が求められています

大学・高専の専門家の力で早期の復旧復興へ

全大教は、幅広い学術研究と専門的な力を持った大学・高専・大
学共同利用機関の教職員で構成しています。地震・津波災害から
の復興と原発事故の収束が今なお求められている被災地に、救援
募金はもちろん、それぞれの専門分野を通じて貢献をしています。

組合員の
メッセージ

誰もが自動的に組合員になる外国の大学

　から移って数年経ちました。日本の大学
教職員組合は単なる「組合」ではなく、話を聞
いてくれるところ、解決に向かって真撃にサ
ポートしてくれる人たちがいるところでした。
紛争の絶えない中東から来た私にとって、平
和を一緒に考えてくれるところも組合だった
のです。秋田大学

三宅さん（教員）

職場の問題について後難を恐れずいつで

　も率直に意見できるよう、駆け込み寺
の役割と協力できる仲間を求めて組合に入り
ました。教員、技術職員といった他職種の方
との活動を通じて、大学という職場に対する
意識の面で共感できる方に多く出会えていま
す。 東京海洋大学

和田さん（事務職員）

組合員割引で映画を見たり、組合主催の

　イベントや勉強会に参加したりするのは
日々のちょっとしたお楽しみ。それに5月の
メーデー行進。一人の声はかぼそくても、み
んなで言うと強くなる！やがて社会を動かす力
となるかも。

名古屋大学
廣瀬さん（非常勤職員）

高専で技術職員として勤務を始めたのと同

　時に組合に加入しました。組合では、教
職員の方々と親睦を深めることや、多様なレ
クリエーションに参加できとても楽しい組織だ
と感じています。今後も組合を通して、交流
を深めていきたいと思います。

都城工業高等専門学校
安友さん（技術職員）

国公私立大学の教育・研究・医療の充実を求める共同国会行動

組合に入って良かった！




